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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
四
年
三
月
二
十
六
日

に
令
和
三
年
度
第
三
回
理
事

会
が
書
面
で
開
催
さ
れ
、
令

和
四
年
度
収
支
予
算
及
び
に

事
業
計
画
が
下
記
の
通
り
承

認
さ
れ
た
。

１　

表
彰
に
よ
る

　
　

善
行
活
動
の
推
進

本
会
の
春
季
・
秋
季
善
行

表
彰
は
、
今
年
度
で
七
十
二

回
目
と
な
り
、
前
年
度
ま

で
の
表
彰
総
数
は
４
６
，

５
９
１
件
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
善
行
表
彰
を
受
賞
し
た

多
く
の
方
々
は
、
引
き
続
き

各
地
で
善
行
活
動
を
実
践

し
、
善
行
の
輪
を
各
地
域
に

広
げ
て
い
る
。

ま
た
、
春
季
及
び
秋
季
表

彰
に
加
え
て
、
永
年
に
わ

た
っ
て
善
行
を
継
続
し
て
い

る
善
行
表
彰
受
賞
者
へ
の
特

別
表
彰
（
金
章
・
銀
章
表
彰
）

を
昭
和
三
十
七
年
以
降
実
施

し
、
こ
れ
ま
で
に
金
章
受
賞

者
は
３
８
２
人
、
銀
章
受
賞

者
は
１
，
８
５
７
人
と
な
っ

て
い
る
。

(1) 

春
季
・
特
別
善
行
表
彰

実
施
時
期

　

令
和
四
年

　

五
月
二
十
一
日
（
土
）

実
施
場
所

　

明
治
神
宮
参
集
殿

　
　
　
　
　
　
　

予
定

(2) 

秋
季
善
行
表
彰

実
施
時
期

　

令
和
四
年

　

十
一
月
二
十
五
日
（
金
）

実
施
場
所

　

明
治
神
宮
参
集
殿

　
　
　
　
　
　
　

予
定

２　

善
行
実
践
活
動
の
推
進

善
行
実
践
活
動
は
、
社
会

を
明
る
く
す
る
原
動
力
で

あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
に
留
意
し

つ
つ
、
会
の
組
織
を
挙
げ
、

ま
た
、
地
域
住
民
と
も
連
携

し
て
、
こ
れ
に
取
り
組
み
、

善
行
の
輪
の
拡
大
に
努
め

る
。

３　

長
寿
善
行
者
の

　

秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
御
接
見

こ
の
事
業
は
、
善
行
表
彰

受
賞
者
が
、
秋
篠
宮
皇
嗣
殿

下
か
ら
御
接
見
の
栄
誉
を

賜
る
意
義
深
い
も
の
で
あ

る
。
こ
の
長
寿
善
行
者
の
御

接
見
は
、
昭
和
四
十
五
年
九

月
に
実
現
し
、
皇
太
子
殿
下

の
御
接
見
が
平
成
三
十
年

ま
で
続
け
ら
れ
、
令
和
と

な
っ
て
か
ら
は
秋
篠
宮
皇

嗣
殿
下
の
御
接
見
と
な
っ

た
。
４　

広
報
啓
発
活
動
の
充
実

情
報
化
時
代
を
迎
え
た
今

日
、月
刊
紙
「
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
果

た
し
て
い
る
役
割
は
大
き

い
。「
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
」
の

記
事
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
を
図
っ
て
、
各
支
部
及
び

会
員
と
の
連
携
の
強
化
に
努

め
る
。

５　

組
織
と

　
　

財
政
基
盤
の
強
化

本
会
は
、
会
員
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
、
主
に
会
員
が
拠

出
す
る
会
費
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
お
り
、
会
員
の
増
加

が
財
政
基
盤
の
強
化
に
直
結

し
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
を
効
果
的
に

全
国
展
開
す
る
た
め
に
は
、

各
都
道
府
県
に
支
部
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

６　

諸
会
議
の
開
催

本
会
の
定
款
に
定
め
ら
れ

て
い
る
会
議
に
は
、
総
会
、

令
和
四
年
度
事
業
計
画

令和４年度収支予算書
（単位：円）

科　目 予算額 科　目 予算額

Ⅰ．事業活動収支の部 Ⅱ．投資活動収支の部

　1．事業活動収入 　１．投資活動収入

　　①会費収入 22,800,000 　　　投資活動収入計 0

　　②寄付金品等収入 2,770,000 　２．投資活動支出

　　③雑収入 1,015,000 　　　特定資産取得支出 300,000

　　事業活動収入計 26,585,000 　　　投資活動支出計 300,000

　２．事業活動支出 　　　投資活動収支差額 300,000

　　①事業費支出 26,685,000 Ⅲ．予備費支出

　　②管理費支出 8,500,000 　　　当期収支差額 △ 8,900,000

　　　事業活動支出計 35,185,000 　　　前期繰越収支差額 134,000,000

　　　事業活動収支差額 △ 8,600,000 　　　次期繰越収支差額 125,100,000

理
事
会
及
び
常
務
理
事
会
が

あ
る
。
ま
た
、
定
款
に
は
定

め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

本
会
業
務
の
連
絡
調
整
の
場

と
し
て
支
部
長
会
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。

(1) 

総
会
開
催
時
期

　

令
和
四
年

　
　

六
月
十
四
日
（
火
）　

開
催
場
所

　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

(2) 

理
事
会

第
一
回

開
催
時
期

　

令
和
四
年

　
　

六
月
十
四
日
（
火
）　

開
催
場
所

　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

第
二
回

開
催
時
期

　

令
和
四
年

　
　
　

六
月
下
旬
予
定　

開
催
場
所

　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

第
三
回

開
催
時
期

　

令
和
五
年

　
　
　

三
月
下
旬
予
定

開
催
場
所

　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

(3) 

支
部
長
会

開
催
時
期

令
和
四
年

　
　
　

九
月
中
旬
予
定

開
催
場
所

　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

一
般
社
団
法
人 

日
本
善
行
会
　
会
員 

各
位

令
和
四
年
度
理
事
会
及
び
定
時
総
会
の
開
催
に
つ
い
て
ご
連
絡

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
令
和
四
年
度
の
第
一
回
理
事
会
は
書
面
表
決
に
よ
る
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
定
時
総
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
皆
様
に
は
外
出
自
粛
と
、
委
任
状
の
提
出
を
お
願
い

申
上
げ
、
六
月
十
四
日
（
火
）
に
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異
株
に
よ
る
感
染
拡
大
が
全
国
に
拡
が
っ
て
い
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意

下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

静
岡
県
浜
松
支
部

　

支
部
長　

高
林　

次
枝

こ
の
度
、
浜
松
支
部
第

十
九
期
総
会
の
折
、
新
支
部

長
の
大
役
を
、
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

思
い
お
こ
せ
ば
善
行
会
の

新
支
部
長
の
抱
負

ご
縁
を
い
た
だ
き
、
あ
っ
と

い
う
間
の
十
五
年
で
し
た
。

初
代
支
部
長
は
じ
め
、
歴
代

の
支
部
長
の
「
善
は
愛
か
ら

勇
気
か
ら
」
の
合
言
葉
で
の

ご
活
躍
の
跡
を
受
継
ぎ
、
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆

さ
ま
の
助
言
、
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
身
近
な
こ
と

か
ら
、
無
理
な
く
行
動
し
、

当
支
部
も
年
令
が
高
く
な
っ

て
来
て
い
ま
す
の
で
、
会
員

一
丸
と
な
っ
て
楽
し
く
、
明

る
く
、
進
め
て
行
く
こ
と
が
、

私
の
こ
れ
か
ら
の
目
標
で
ご

ざ
い
ま
す
。
重
ね
て
、
浜
松

支
部
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　

岩
手
県
宮
古
支
部

交
通
安
全
運
動

支
部
の
会
員
が
令
和
四
年

三
月
末
日
に
地
域
交
通
安
全

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

宮
古
市
内
の
交
通
の
混
雑

す
る
地
区
に
出
向
き　

交
通

安
全
指
導
に
半
日
、
お
手
伝

い
と
し
て
か
か
わ
っ
た
。

２
面
へ
つ
づ
く

　　

香
川
県
支
部

秋
季
善
行
受
賞
者
が

地
元
首
長
を
表
敬
訪
問

こ
の
度
、
秋
季
善
行
受
賞

者
五
氏
が
西
村
一
夫
秀
天
支

部
長
の
引
率
（
松
本
澄
夫
、

吉
岡
光
一
両
氏
の
表
彰
推
薦

者
同
伴
（
綾
川
町
の
み
）
で
、

地
元
首
長
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。

こ
の
表
敬
訪
問
に
先
立
っ

て
、
県
下
首
長
の
週
間
業
務

予
定
と
し
て
、
当
日
本
善
行

会
受
賞
者
の
表
敬
訪
問
業
務

が
、
地
方
新
聞
（
四
国
新
聞
）

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

表
敬
訪
問
は
、
支
部
長
が

訪
問
の
機
会
を
作
っ
て
い
た

だ
い
た
お
礼
を
述
べ
、
当
該

首
長
か
ら
は
受
賞
者
へ
の
お

祝
い
と
、
善
行
奉
仕
活
動
に

よ
る
地
元
へ
の
貢
献
に
対
す

る
謝
辞
と
激
励
の
言
葉
が
あ

り
、
受
賞
者
か
ら
の
善
行
活

動
の
報
告
な
ど
で
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
懇
談
は

進
み
ま
し
た
。

最
後
に
支
部
長
か
ら
各
地

元
首
長
様
に
対
し
て
、
明
る

く
住
み
よ
い
地
域
社
会
環
境

づ
く
り
の
一
層
の
推
進
に
つ

い
て
、
表
彰
者
推
薦
な
ど
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

①
丸
尾
幸
雄
多
度
津
町
長

　

表
敬
訪
問

令
和
三
年
十
二
月
十
四
日

・
山
本　

求
氏

・
佐
々
木
康
雄
氏

②
松
永
恭
二
丸
亀
市
長

　

表
敬
訪
問

令
和
四
年
一
月
二
十
六
日

・
香
川　

勝
氏

・
冨
川
清
美
氏

　
（
前
年
度
秋
季
受
賞
者
）

③
前
田
武
俊
綾
川
町
長

　

表
敬
訪
問

令
和
四
年
一
月
二
十
七
日

・
松
本
善
昭
氏

表
敬
訪
問
の
結
果
、
各
首

長
と
の
集
合
記
念
写
真
の
表

敬
訪
問
状
況
が
、
地
元
の
各

行
政
広
報
紙
（
多
度
津
町

は
令
和
四
年
二
月
号
に
、
丸

亀
市
と
綾
川
町
は
同
年
三
月

号
）
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
、

さ
ら
に
各
々
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
開
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
受
賞
者
に
対

し
て
は
、
善
行
活
動
に
励
み

を
与
え
、
当
善
行
会
表
彰
事

業
が
周
知
さ
れ
ま
し
た
。


